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　 eMSOfl の 硫 化 水 素 代 謝

（島 根 大
・
農 ） 小 泉 淳 一、○ 坂 井 友 則 、森 　忠 洋

1 ．目 的 　見 掛 け 乾 式 の カ ラ ム 型 バ イ オ デ オ ド ラ ン ト
u

に 使 用 し た 糸 状 性 微 生 物 O”SOflは 、

総 括 硫 化 水 素 移 動 容 量 係 数 O，5sr1 の 装 置 に お い て 10　 ppm （V ！V ）の 硫 化 水 素 を e．52 岬 01 一
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の 速 さ で 消失 さ せ る こ と が で き る 。 タ ン パ ク熱 変 性 の 後 、 ONSOfl は 硫

化 水 素 を 消 失 さ せ 得 な か った こ と か ら 、菌 糸 細 胞 壁 へ の 吸 着 で は な く 、酵 素 系 に よ る 代 謝

に よ っ て 硫 化 水 素 は 消 失 し て い た こ と が 示 峻 さ れ た 。 本 研 究 で は 、 こ の OllSOfl の 菌 学 的 特

徴 と 硫 化 水 素 代 謝 経 路 に つ い て 報 告 す る 。

2 ．方 法 　ス ル フ ィ ド代 謝 系 に っ い て は 、グ ル タ チ オ ン （GSII） が ス ル フ ィ ドの 受 容 体 と な っ

て 直 鎖 状 ボ リ ス ル フ ィ ド GSSn 皿を 形 成 し、サ ル フ ァ
ー ジ オ キ シ ダ ーゼ が 、そ の 末 端 の SB9

を 順 次 酸 化 す る 経 路 が 、 Miobaci ノノus 属細 菌 で 知 ら れ て い る 。 こ の 経 路 の 存 否 を 、培 養 し

た ONSOfl 菌 糸 を 氷 冷 し た 乳 鉢 中 で 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 粉 末 を 用 い て 磨 砕 し て 得 た 無 細 胞 抽 出

液 （5GO　 mU　 Tris −HCI　 pH 　 7．5）と 5mM 　 EDTA を 含 む 100　 mX リ ン 酸 カ リ ウ ム 縷 衝 液 （pH 了．5）に

て 熱 水 抽 出 し た 抽 出 液 と を 用 い 検 討 し t 。形 態 観 察 に は ス ラ イ ド カ ル チ ャ
ーを 甫 い た 。

3 ．結 果 　OMSOfl は 2細 胞 の 子 嚢 胞 子 （13　 x　 3 ＃m ）8幗 を 含む 子 実 体 を 形 成 す る 子 嚢 菌 で 、

灰 黄 色 の 菌 糸 に 、 線 中捕捉 の た め と 思 わ れ る リ ン グ 状 部 位 が 観 察 さ れ だ。Seccbaroeyccs
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ージ オ キ シ ダ
ーゼ 活 性 が 確 認 で き た 。 こ の 嬉 は Thiebaci ／1〃s

属 細 菌 の 4−IO 倍 で あ っ た 。 こ の こ と よ り 、上 記 の ス ル フ ィ ド 代 謝 経 路 は OMSOfl に お い て も

存 在 す る 可 能 牲 が あ る と 結 論 で き た 。　 　　 　 　　 　　 D 報 辞 度購 囎 工孚鍬 舗 黻 旨集 p ．124 ．
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（東 京工 大資源研 ） ⊂1

嚢 　 在根 、 正 田 　誠

LL 鼠亘込 著 者ら は硫黄系 臭気ガ ス を除去 す る菌 を検索 す る過程 で 、新 た に糸状 菌 を発 見

し た 。 こ の 菌の 性質 および 悪臭物 質の 分解 特 性 に関 し て 検討 し た 。

　 ：糸状菌 はGPY培 地 （Glucose　109
・
Polypepton 　39 ・ Yeast　extract 　79 ・

KH2PO， 1g，　 MgSO4 ．7H・． 00 ．5g ，
　 pH　 7．O）で培養 し た 。 H2S ， 硫化 メ チル （DMS）， メ タ ン チ オ ー

ル （MM），
二 硫化メ チ ル （DMDS）に 対 す る 分解活性 を密 閉 し た振盟 フ ラス コ （内容量SOOml）に 各

種ガ ス を繰 り返 し導入す る方法で調べ た 。 また菌体破砕抽出液 にっ い て 酵素活性を調べ た 。

培養液をイ オ ンク ロ マ トグラ フィ あ る い はガ ス クロ マ トグラ フ ィ にか け 、 H2S，　 DMSの 分解

最終生 成物の 検討を行 っ た 。

3 ）実 験結果 3 菌体 を除去 し た培養濾液の 分解活性は 見 られ ない こ とか ら、分解活性は 菌

体 内に あ る と判 断 され た 。 H2Sの 100ppmが初期菌 体乾燥重量 0．8g当 り 1．5hrで 分解 さ れ た 。

投 入 回数の 増加 と とも に そ の 分解が早 くな り、最終 的に約 900PPtaが 30分 で 除去 され た 。　 DM

Sも同 じ く測 定 回数 とともに分 解活性 の 上 昇が 観察 され た 。 MM、　 DMDSI（ 関 して はそ の 分解 活

性は 、 t｛2S ， DMSに比 べ て 低 か っ た 。 各硫 黄化含 物 に対す る 分解速度 （pp 皿／g　dry　cell ／h）は

H2S　 2250 ， 剛 111．8，
　 DMS　435．5 ，

　 DMDS　 55．9で あ り、従来の 糸状菌で 報告 されて い る分解

速 度 に比べ て 数十 〜 数百倍高い 活性 を示 した 。 分解 活性の最適pHは 5−7で あ っ た 。 細 胞破 砕

抽 出液 によ っ て もH2Sの 分 解活 性が 見 られ た 。 濠 た最終分 解生 成物 と して は、　 DMSは DMSOに 、

恥 Sはチ オ硫酸 をへ て硫 酸 まで 分 解す る こ とか ら酸化反応 に よ っ て硫黄化合物 が分解 され る

こ とが 確認 され た 。
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